
まごころ就労支援センター釜石 
24時間テレビ助成報告書 



■ まごころ就労支援センター釜石 施設概要 

まごころ就労支援センター釜石 
障がいを抱えていても、経済的・精神的・社会的自立を誰もが目指すことが出来る環境づくりと、 
障がい者の就労支援を通して「地域づくり」「生きがい創出」「居場所づくり」「なりわいづくり」
「障がい者・高齢者就労」の解決をしたいと考えています。 
 
施設概要 

障がい福祉サービス事業（事業所番号：0312900111） 

サービス内容：就労移行支援：定員6名 ※移転前定員6名 
       就労継続支援A型：定員10名 ※移転前定員0名 
       就労継続支援B型：定員15名 ※移転前定員10名 
施設面積：198㎡ 
主な作業：グッズ製作（自社開発商品）、オリジナル調味料製造、醸造用葡萄栽培等 
     ※2018年4月よりカフェを営業予定 
 



■ まごころ就労支援センター釜石 24時間テレビ支援内容 

施設内ファニチャー1式 
・作業机：26台 
・作業椅子：26脚 
・テーブル：6台 
・休憩用椅子：28脚 
・ローテーブル：1台 
・職員用テーブル：1台 
・職員用椅子：6脚 
・相談テーブル：1台 
・相談用椅子：2脚 
・外テーブル：5台 
・外椅子：10脚 
・ラック：3台 
・シューズボックス：3台 

厨房内調理機械1式 
・業務用冷蔵庫：1台 
・業務用食洗機：1台 
・電子ジャー：1台 
・ガスフライヤー：1台 
・炊飯ジャー：1台 
・2槽シンク：1台 
・炊飯器台：1台 
・コンロ台：1台 
・テーブルコンロ：1台 
・1漕シンク：1台 
・調理台：2台 
・吊戸棚：1台 
・製氷機天板：1台 
・置台：1台 
・テーブル：2台 
・スープジャー：1台 

 
・傘立：1台 
・キャビネット：4台 
・棚：10台 
・洗面台：1台 
・作業用引き出し：4台 
・キッチンワゴン：1台 
・収納ボックス：26個 



24時間テレビでご支援頂いた施設内の家具は 
4トントラックで285パーツ（部品）を利用者（障がい者）が数日間掛けてすべて組み立てを行いました。 



複雑なパーツを図面を見ながらの組み立て作業。 



【外観】ウッドデッキからはヴィンヤード（醸造用葡萄園）を一面見渡せます 



【ウッドデッキからの景観】欧州系の醸造用葡萄（シャルドネやピノノワール等）の畑での作業も可能に 



【カフェスペース】カフェスペースからもヴィンヤードが見えます。 



【エントランス・風除室内】 



【交流室】交流室では16名がテーブルで食事がとれます。和室スペースでは4名が座って休憩できます 



【交流室】来客された方々が自社商品を購入出来る様に商品展示スペースを新しく設置しました。 



【スタッフルーム】今まではスタッフ一人一人の椅子がありませんでしたが、これで安心です 



【厨房内】最大40名近い食事を提供する為に、食洗機をご支援いただきました。 



【厨房内】これからたくさんの食事提供が始まります。 



【厨房内】 



【厨房内】 



【作業室】作業机も明るい色を採用したことで、利用者さんにも大好評でした。 



【作業室・カフェスペース】間仕切りでレイアウトに変化を付けることが出来ます。 



【施設周辺】就労支援センター前のヴィンヤードは約1,000本もの醸造用葡萄を利用者が管理をしています。 



【施設前ヴィンヤード】葡萄の収穫には利用者さんとご近所の住民の方で行います。 



【竣工式】野田武則釜石市長もご出席くださいました。50名もの来賓でにぎやかです。 



【お引っ越し】引越しも無事に終わり、いよいよ開所します。 



たくさんの棚が大活躍しています 



【開所初日】すべての利用者さんが新しい机、新しい椅子、施設に大興奮。笑い声が増えた気がしました。 



自分たちが手を掛けた棚に自慢の商品を並べて利用者さんも満足そうです。 
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